
 

 

 

(2) FD 集会（平成 30 年 9 月 12 日） 

「教員養成・教育支援専門職養成学生の ICT 活用指導力育成の実践事例の紹介」 

 

【企画の趣旨】 

新学習指導要領においては、情報活用能力が、言語能力や問題発見・解決能力と同様に「学習の基盤

となる資質・能力」と位置づけられました。また、「各学校において、コンピュータや情報通信ネットワ

ークなどの情報手段を活用するために必要な環境を整え、これらを適切に活用した学習活動の充実を図

る」ことが明記されるなど、小中高等学校での学習活動において、今後ますます積極的に ICT を活用す

ることが想定されます。 

このような状況において、教員養成大学においては、教科指導や情報教育、校務などで情報機器を活

用できる力である ICT 活用指導力の育成が重要な課題となっております。そこで、本学における ICT 活

用指導力育成の取り組みとして、全学共通科目「情報教育入門」での実践事例と、教科教育における ICT

活用の指導について、体育科教育での実践事例をご報告頂きます。 

なお本 FD は、本学における学生および教員の ICT 活用の支援を担当する ICT 教育基盤センターと、教

職キャリアセンターの合同開催により実施します。今回の全学 FD 集会では、共通科目での ICT 活用指導

力の育成の取り組みや，教科教育での ICT 教育の実践、授業で使用できる ICT 機器やアプリを使った実

践事例について、本学教員間で情報共有を行うことをねらいとします。 

 

 

【実施概要】 

開 催 日： 2018 年 9 月 12 日 (水) 

開催時刻： 10:30 ～12:00 

場    所： 愛知教育大学 教育未来館 3 階多目的ホール 

参加対象： 大学教職員及び学生 

集会ﾀｲﾄﾙ：「教員養成・教育支援専門職養成学生の 

ICT 活用指導力育成の実践事例の紹介」 

 

 

【プログラム】 

時刻 時間 項目（タイトル） 担当者 

10:10～  受付開始  

   司会：齋藤先生 

10:30～10:35 5 分 開会挨拶 西淵教職キャリア 
センター長 

10:35～11:05 30 分 情報教育入門での ICT 活用指導力育成の実践事例

（質疑応答含む） 
梅田先生 

11:05～11:35 30 分 教科教育における ICT 教育の実践事例（質疑応答

含む） 
鈴木先生 

11:35～11:55 20 分 授業で使用できる ICT 機器・アプリを使った実践

事例 
久保研究員 

11:55～12:00 5 分 閉会挨拶 中西 ICT 教育基盤 
センター長 
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【開催報告】 

2018 年 9 月 12 日 FD 集会「教員養成・教育支援専門職養成学生の ICT 活用指導力育

成の実践事例の紹介」を開催 

9 月 12 日（水）に，教育未来館多目的ホールにおいて，ICT

教育基盤センターと教職キャリアセンターによるFD集会を

開催しました。教職員・本学学生・一般から 65 人が参加し

ました。本学教員の 2 人と研究員 1 人が，全学共通科目で

の ICT 活用指導力の育成や教科教育での ICT 活用の実践事

例，授業で活用できる ICT 機器を使った実践例など，教員

養成や教育支援専門職養成学生の ICT 活用指導力の育成に

ついて報告しました。 

はじめに，全学共通科目「情報教育入門」における

ICT 活用指導力育成の取り組みについて，梅田恭子

准教授（情報教育講座）より報告がありました。 

情報教育入門では，平成 28 年度より大学生に必要

な情報活用能力と教員養成・教育支援専門職養成学

生に必要な教育の情報化に関する ICT 活用指導力の

両方育成するための授業改善を行なっています。ま

ず背景となる教育の情報化の現状や，授業のデザイ

ンと実践例について説明があり，その後，今年度の

授業評価として，情報活用能力，ICT 活用指導力の

向上が見られたことなどの報告がありました。 

次に，鈴木一成准教授（保健体育講座）より教科

教育での ICT 活用や ICT 活用指導力の育成の取り

組みについて報告がありました。まず，体育科で

の ICT 活用の方法や課題について説明があり，小

学校で実践された環境教育プロジェクトの取り組

みが紹介されました。その後，本学の体育科教育

での ICT 活用として，附属学校の体育館にカメラ

を設置し，大学の教室と体育館での体育の授業を

リアルタイムでつないだ実践例が報告されました。 

 

最後に NTT ラーニングシステムズ株式会社からク

ロスアポイントメント制度で本学に出向している

久保沙穂里研究員（教職キャリアセンター）から，

授業で活用できる ICT 機器を，実際に大学の授業

で使用した実践例の報告がありました。模擬授業

などで学生自身が授業者として ICT 機器を使用す

るなど，教員養成ならではの活用など多様な使い

方が紹介されました。 

FD 集会の様子 

ICT 活用指導力の取り組みについて報告する梅

田恭子准教授 

教科教育における ICT 教育の実践事例について

報告する鈴木一成准教授 

実践例を報告する久保沙穂里研究員 
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学校における教育の情報化を推進するため，教員養成の学生に対する ICT 活用指導力の育

成が課題となっています。アクティブ・ラーニング授業実践において，ICT 機器は一つの

重要なツールです。本 FD 集会が今後の授業改善に効果をもたらすことが期待されます。 

（教職キャリアセンター・FD 部門・「主体的・協働的な学び」を実践できる教員の養成プロジェクト 

情報教育講座 准教授 齋藤ひとみ） 

（企画課 教育企画室教育企画係） 
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ＦＤ集会の様子 

 

【司会（齋藤ひとみ氏）】 では、定刻になりましたので、ＩＣＴ教育基盤センター・教職キャリアセンター共催全

学ＦＤ集会「教員養成・教育支援専門職養成学生のＩＣＴ活用指導力育成の実践事例の紹介」ということで始めさ

せていただきたいと思います。 

 スケジュール、こちらのようになっておりますので、まず初めに開会挨拶ということで、教職キャリアセンター

長、西淵理事のほうから御挨拶をいただきます。よろしくお願いいたします。 

【愛知教育大学 教職キャリアセンター長（西淵茂男氏）】 失礼します。 

 教職キャリアセンターの西淵です。 

 本日は本当にお忙しいところ、このようにお集まりいただきましてありがとうございます。 

 皆さん、御存じのように、ＩＣＴ教育、非常に強く現代的課題として求められているんですけれども、これも御

案内のように、愛知県はＩＣＴ機器の配備率が自慢できるような状態ではありません。というのは、もっと言うと、

非常に低い状態でございます。私も名古屋の教育委員会におりましたけれども、非常に寂しい状態でございまして、

責任を感じているのが常日ごろなんですけれども、それに伴いまして、教員のＩＣＴ活用に関する指導力というの

も決して高い状態にはございません。私どもの大学は、ＩＣＴ教育の充実ということで学生の指導等、一生懸命し

ておるわけですけれども、なかなか進んでいないというところも現状ではないかなというふうに思います。 

 そこで、今回はＩＣＴ教育基盤センターと私どもの教職キャリアセンターが一緒になって、実践事例を持ち寄り

まして発表していただいて、それによって情報交換と学習を深めて、何とか学生のＩＣＴ活用指導力を高めて、そ

ういう力を持った教員を現場に送り出していきたいという趣旨で行うことになりました。 

 大変短い時間ではございますけれども、３人の先生方に発表していただきます。梅田先生と鈴木先生と久保先生、

それぞれの先生方については皆さんよく御存じですので、紹介は避けさせていただきますけれども、本当に短い時

間しかございませんが、充実した学習ができますよう、よろしくお願いをいたします。本当にきょうはありがとう

ございます。どうぞよろしくお願いします。（拍手） 

【司 会】 西淵理事、ありがとうございました。 

 済みません、１点ちょっと言い忘れてしまったんですけれども、本ＦＤ、報告書などに掲載する関係で、ＦＤの

様子を撮影させていただくとともに、質疑応答の内容なども録音させていただいて、その内容も報告書のほうに記

載させていただきます。 

 あと、写真なども掲載する可能性がありますので御了承ください。顔が余りはっきり写らないような形で考慮さ

せていただきますが、もしどうしても差しさわりがあるという方は、また後ほど御連絡いただければと思います。

よろしくお願いいたします。 

 では、お一人目ということで、全学でのＩＣＴ活用指導力の育成の取り組みということで、情報教育入門での実

践事例を情報教育講座の梅田先生のほうから御紹介いただきたいと思います。では、よろしくお願いいたします。 
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第一部「情報教育入門でのＩＣＴ活用指導力育成の実践事例」 

講師：梅田 恭子（情報教育講座） 

 

 おはようございます。 

 情報教育入門のＩＣＴ活用指導力の育成について、情報教育講座の梅田が発表させていただきます。 

 まず、情報教育入門の概要なんですけれども、情報教育入門は１年生前期の全学共通必修科目となっております。

全 19 クラスございまして、情報教育講座の教員が全員かかわっております。きょうは、その情報教育講座の教員を

代表しまして、御紹介をさせていただきます。 

 この情報教育入門なんですけれども、３年前から大きく内容を一新しました。それに伴い、テキストとなるワー

クブックも開発しています。３年前は６クラス、309 名を対象に試行しまして、昨年から 19 クラスの全学生を対象

に実施しております。 

 本日お手元にお配りしておりますワークブックは、済みません、平成 29 年度と１年古いものになりまして、それ

をまたことしは改善して、あと著者に情報教育講座の教員がもっとふえていまして、改善したものを使って、こと

しは行っております。 

 情報教育入門の学習目標というのは、大きく２つございます。１つ目は、「ＩＣＴ活用指導力」の基礎を「情報活

用能力」を生かしながら学ぶということです。そして２つ目が、教員として役立つ「主体的・対話的で深い学び方」

を学ぶという、この２つが大きな目標になっています。これを少し詳しく御説明させていただきます。 

 まず、１つ目の学ぶことなんですけど、ＩＣＴ活用指導力の基礎を情報活用能力を活用しながら学ぶということ

なんですけれども、この下にあります情報活用能力というのは、御存じのとおり、新学習指導要領から、言語能力

と同じく、全ての学習の基盤として育み活用される資質・能力と定義されました。今でもここまでではないですが

定義されていて、ここの下の部分というのは高等学校までに身につけているべきものになります。なので、ここで

新しく扱うというよりは、ここでは復習と、さらに強化をするという位置づけになっています。 

 新しく学ぶものとしては、上のＩＣＴ活用指導力というものを学ぶことにしています。このＩＣＴ活用指導力と

いうのは何ぞやといいますと、文科省がチェックリストを出していて、それを見ていただいたほうがわかりやすい

かと思いますので、きょうの資料の資料２というのをごらんいただけますでしょうか。 

 このチェックリストなんですけれども、これは 2007 年に実はもう作成されておりまして、2007 年から 10 年間、

これの古いバージョンが使われておりました。それにＡＬ的な項目を追加して、ことしの３月に最新版が発表され

まして、これが最新版になります。 

 教材研究・指導の準備・評価・校務などにＩＣＴを活用する能力、授業にＩＣＴを活用して指導する能力、児童

生徒のＩＣＴ活用を指導する能力、情報活用の基盤となる知識や態度について指導する能力、このような能力から

構成されています。 

 上のＩＣＴ活用指導力を学ぶ文脈の中で、下の情報活用能力を強化していこうという構成になっています。この

ＩＣＴ活用指導力なんですけれども、2007 年からできておりますので、文科省が毎年教員に調査をしており、どう

いう伸びかというのを調べているものです。 

 ＩＣＴ活用指導力が求められる理由としましては、教育の情報化が加速されているからです。2016 年にいろいろ

発表されておりまして、下のほうを例えば読み上げますと、教員を目指す学生が、養成段階においてＩＣＴを活用

した指導法を実践的に学ぶことは、最低限の基礎的・基盤的な学習というふうに言われております。このために、

国としてはこういうチェックリストをつくったり、研修の実施も行っています。 
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 ＩＣＴ活用指導力というふうにいったときには、実はもっと、Ｂなどを見ていただければ広いものが入っていま

して、授業にＩＣＴを活用して指導する能力なども入っています。再課程認定では、各教科の指導法として、この

情報機器及び教材の活用を含むというのが入っていて、これも含まれていて、これを奈良教育大学の小柳先生が多

分自分でつけられているんですけれども、ＩＣＴ活用教科等指導力と名づけて、情報活用能力を教科、内容ととも

に関連づけながら指導していくということが求められています。そのために、各教科において、こういうような情

報活用能力を育成する必要があるんだよということがもう示されています。 

 ただ、ここまで扱うのはさすがに厳しいので、１年生で扱うのは厳しいので、このＩＣＴ活用教科等指導力につ

いては、情報教育入門では範囲外としています。 

 ＩＣＴ活用指導力についての大学においての実践などを見ていきますと、数多くありまして、ただ、それらの多

くは、やっぱり教科を指導するというところが入ってきますので、教育実習を終えた学生や高学年の学生を対象と

したものが多いです。これを全く否定するものではなく、私も３年生、４年生を対象にこういう授業を行っていま

す。 

 ただ、一方、学生の情報活用能力は年々向上していますので、初年次の情報リテラシー系の授業に教育の情報化

という視点を取り組めないかというのが、この取り組みになっています。私の知る限りなんですけれども、初年次

で全学にここまで大々的に導入しているというのは、一応愛教大が頑張っているのではないかなと思っております。 

 ２つ目の学習目標なんですけれども、教員として役立つ学び方を学ぶということです。この主体的・対話的で深

い学びが求められており、それは大学生にも求められていて、大学の授業にそのＡＬを取り入れるということが必

要となっています。 

 ただ、普通の学部と教員養成大学の違いを考えたときに、教員養成の大学の学生には、将来教員となったときに、

自分自身がＡＬを実践できるようになってもらいたい、彼ら、彼女らにはなってもらいたいというところがありま

す。なので、いい学び、いい刺激がある学びをして、何か学習目標が身についたなと思うだけではなく、自分自身

が将来ＡＬを実践していけるようになるということが必要なので、この授業では、メタ的にその自分の学び、構造

が捉えられるようにという工夫をしています。 

 具体的には、どうしてＡＬの視点を持った学びが必要なのかとか、どのような構成でこの授業がつくられている

のかとか、自分の主体的・対話的で深い学びができたかの学び方の振り返りというのを入れてもらって、ただいい

授業をやったで終わらないようにしています。 

 それで、こういう２つの目標のもとに具体的に進めているので、その流れと実践例を御紹介していきたいと思い

ます、次に。 

 まず、先ほどワークブックも構成から考えたと言ったように、授業の構成としては、学習目標の２が成り立つよ

うに、エンゲストロームの６つの学習プロセスを参考に、こういうような１時間目の授業の構成を入れています。

目指す、つかむ、わかる、使える、振り返るという、この一連の流れを１時間の授業の中でやるようにしています。 

 目指すでは、単元の学習目標を示しているということになります。 

 最初のつかむというところが、単元の内容に対する気づきを持ったり、内省をしてもらうということで、簡単な

課題をやっているんですけれども、ことしから、これは事前学習でやってもらうようにしています。 

 授業の中では、わかるということで、この単元に必要な基礎的な知識を習得するということで、基本的には多く

は教員の講義でやっています。 

 ただ、講義も長々とやるというよりは 10 分、15 分程度でおさまるような知識を最初にやって、その後、理解の

確認とか、理解を深化させる活動として、毎回、もうグループを最初につくってあって、協同学習を取り入れて、
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この中で深化させるという活動をやっています。 

 最後に、また個人に戻しまして、学んだ内容に対する振り返りを毎回行っていて、それから章ごとなので二、三

回に１回ぐらいになるんですけれども、学び方に対する振り返りというのもこのような形でやってもらっています。 

 肝心の内容なんですけれども、先ほど言いましたように、ＩＣＴ活用指導力というこっち側のものを、こちら側

の情報活用能力を活用しながら学ぶという形で行っています。一応、でも、情報活用能力の中には、大学生として

必要であろう最低限のものはうまく散りばめられるように構成をしています。来年からはプログラミング教育とい

うのをちょっと追加しようかと、今、みんなで相談をしています。 

 授業のスケジュールは、このような形で進んでいまして、節ごとにパッケージ化されているので、例えばことし

やったものなんですけれども、校務の情報化というのは、本当はもう少し後ろのほうで出てくるんですけど、電子

メールについては学生が早く使いたいだろうということで、４回目に出したりとかして、並び方を変えて、授業は

実施しております。 

 この中から、３つほど具体的に何をやっているかというのを御説明したいと思います。 

 まず１つ目が、先ほどから出ている校務の情報化なんですけれども、校務の情報化で何をやったかといいますと、

全部で３回完了でやっているんですけれども、0.5 回分ぐらいをかけて、校務の情報化とはというのを一番最初に

扱っています。 

 まず、学習目標としては、校務には何があるのか、校務の情報化の目的について自分の言葉で説明できるという

ことを学習目標として設定しています。 

 その後に、事前学習として、ＯＥＣＤの表とかグラフを持ってきて、日本の教員の１週間の平均仕事時間とほか

の国より長時間である仕事内容を予想して、海外の教員との比較をしています。 

 それらをもとに、授業の中では校務の情報化の目的ですね、効率的な校務処理と、それによって生み出される教

育の質の改善が目的であるということを 10 分くらいで解説して、その後、具体的に協同学習で学生は何を取り組ん

でいるかというと、この場合は小・中学校の教員の負担感が多い業務リストがだあっと 20 項目ぐらい並んでいまし

て、それをこの項目は校務の情報化がされることによって改善が期待されるかされないかに分類し、されるのはど

うしてかとか、されるものとされないものにどういう特徴があるかというようなことを分類してもらって、考えて

もらっています。 

 それによって、一番最初の目的である効率的な校務処理と、それによって生み出される教育の質の改善が目的で

あるということを自分の言葉で説明できるようにということを目指しています。 

 校務の情報化では、ほかにも電子メールによる情報共有や情報セキュリティーですね。情報セキュリティーは、

多分、学校としての対策ももちろん必要なんですけれども、教員個人として対策が必要で、これはもちろん大学生

にも言える、共通することなので、情報セキュリティーの対策をふだんの生活と関連づけることができるというこ

とでやっています。 

 最後の１回が、表計算ソフトによるデータ処理という形なんですけれども、表計算ソフトは今回エクセルを使っ

ているんですが、通常何かパソコンの授業というと、前に出て、先生がこうやって見せて、同じものを同じように

動かしましょうとやっているようなイメージがあるかと思うんですが、この授業では、基本操作をジグソー法によ

って習得させています。 

 これがちょうどジグソー法で教え合いをやっている写真なんですけれども、まずエクセルの潜在的能力というの

を示して、今回、いろんなことができるんだけれども、エクセルというのは、難易度は低いんだけど、使いこなす

のに自分の力を使って汎用性が高いところがあるよと、この辺が今回の目標だよということを示し、その後、ジグ
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ソー法で、もとのグループで計算式だとか関数だとかグラフだとかの役割を決めてもらいます。ちょうど資料があ

りますので、その当たった担当のところを宿題でやってきてもらって、授業では何をやっているかというと、その

専門家ごとが集まって、自分でやってきてわからなかったことをほかの人に聞いたり、どう教えたらいいかという

ことを考えてもらいます。それで、そのまま戻って、ジグソー法、どういうふうに教えるかということをやってい

ますので、同じ班の人に教えるということで基本操作を学んでいます。 

 その後に、表計算ソフトによる成績処理ということで、こういうような例題を与えて、これを解いていくという

形で進めています。これが表計算による成績処理になっています。 

 次の例として、授業におけるＩＣＴの活用なんですけれども、先ほど言いましたように、ＩＣＴの教科等の指導

力までにはとてもとても及びませんので、ここではもう本当に入り口になりますが、どのような目的でＩＣＴが活

用されているかに着目しながら、さまざまな授業を見ることができるというところだけを目的にしています。 

 ただ、今まで生徒の目でしか授業を見ていなかったことをちょっと先生の目で見てみようという意図があります。 

 これに対して、同じＩＣＴの教材を見せるのであっても、目的は違うということを説明して、こちらで実践の事

例集のリンク集などを用意しておいて、それがどんな目的で活用されているかを紹介しています。これは、どちら

かというと情報活用能力のこういうものを育成しているということになります。 

 ここで終わってもいいんですけれども、２時間目にオプションとして、グループで１つ選んだ事例をクラス全員

に発表しようということをやっていて、そこでは、ＡＬは技法ではないと言われているんですけれども、ＡＬの中

のポスターツアーという、ちょっと協力的な手法がありますので、それを体験してもらって、こういう方法がある

んだということを感じてもらっています。 

 さすがにちょっとこれだけで終わると何なので、最後に、見つけてきた事例が、ＩＣＴがこれまでの教え方や学

び方にどのような影響を与えるかというところを分類してもらっていて、代替は、機能的な拡大はなくて、従来の

ツールの代用として使っているもの、拡大は、従来のツールの代用となることに加え、新たな機能が付加されると

いうもの、変形は、実践の再設計を可能にするもの、再定義は、以前ではできなかった新しい実践を可能にするも

のというような分類が、ＳＡＭＲモデルというのがありますので、これのどこに当てはまるかなとやると、大体、

学生さんが見つけてくる事例とか、みんなが一番よかったという事例は、この拡大以上になっているので、やっぱ

り代替じゃなくて拡大以上でＩＣＴって活用していこうねというような形で締めくくっております。 

 最後に、終わりになんですけれども、このようにだあっとたくさん扱いますので、基本を扱うことになるので、

今後、実はきちんと学んでいってほしいので、今後の行動計画を作成してもらっています。 

 事前と事後の自分の学んだ内容を比較してもらって、まず協同と個人で、個人で作成してほしいんですけれども、

いきなり個人は難しいので、協同で作成してもらっています。 

 この２つの方法はどちらも同じで、まず最初に、事前と事後を比較して、達成できなかったことを上げてもらい

ます。それに対して、大学卒業時だとか、就職１、２年目ぐらいで自分の理想の姿を上げてもらって、じゃあそう

するためにはどんな取り組みが必要だろうねというのを考えてもらっています。それをグループで、まずはポスタ

ーで考えてもらっています。その辺に張ってあるのがことしうちのクラスで学生が最後に作成したポスターの例に

なります。これをもとに、グループで考えてもらったので、最後は個人で、じゃあこの４年間どういうことを学ん

でいくのだろうかというような行動計画を作成してもらっています。 

 ここまで内容を御紹介してきたんですけれども、じゃあ、これが本当に効果があるのかどうかという評価につい

てお話ししたいと思います。 

 目標が２つございますので、評価もこの２つの観点から、まず内容についてちゃんと身についたかどうか、そし
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て主体的な学びについて変化が見られるかどうかという２つの観点で行っています。 

 まず、学生の１つ目の内容ですね。ＩＣＴ活用指導力というのは、向上したのかどうかということなんですけれ

ども、先ほどから何度も申し上げておりますチェックリストを使って事前と事後で比較しております。これはこと

しのデータ、全部そろって 890 名のデータになります。 

 これを見ていただきますと、Ｂについてはちょっと下がってしまっているんですけれども、Ｄですね、情報活用

の基盤となる知識や態度についてと、それから全項目については上がっています。これは、この３年間ずうっとと

ってきているんですけれども、内容についてはほぼ同じような感じで上がっています。 

 それから、授業を受けることで学生のＩＣＴ活用指導力は身についたかどうかというのは、実技試験を行ってい

まして、内容としては、この右側のやつが中学生用のプリントなんですね。これを小学校６年生用と、協同学習を

するので、６年生と中学生で使えるように変更しなさいというものなんですね。何を見ても何を検索してもいいん

ですけれども、プリントの見やすさとかを考えたりとか、このグラフが中学生用なので、小学６年生用のグラフを

ちゃんと検索してきてもらって出すんですね。そのときに、２つ円グラフを中学生、小学生と並べてももちろんい

いんですけれども、でも本当は期待しているのは、こういうふうなグラフをつくって、ちょっとグラフの種類を変

えて比較したほうがもっとわかりやすいよねとか、あとこのデータを検索してちゃんと正確なデータを引用してき

て、その参考文献とかをちゃんと入れているかというようなことを実技試験で見ています。 

 これはちょっと私のクラスだけ、102 名だけの結果なんですけど、その実技試験だけの結果になるとこういうふ

うになっていまして、平均点が 77 点で、３名を除いて一応 60 点以上になっています。その３人もすごい低いわけ

ではなく、55 点とか、その辺なので、ここからいうと情報活用能力も合格ラインには達しているのではないかと思

います。 

 授業を受けることでＩＣＴ活用指導力とか情報活用能力は身についたかということは、今、学校におけるＩＣＴ

活用という文脈でＩＣＴ活用指導力を扱っているんですけれども、どちらも向上が見られているのではないかと思

います。 

 じゃあ、一方、この学び方ですよね、ＡＬに対して、学生の学習観とか態度に変化が見られるかということなん

ですけれども、これはいろいろな尺度で調べているんですが、１つきょう御紹介するのは、資料３を見ていただけ

ますでしょうか。 

 京大の溝上先生がつくられましたアクティブ・ラーニング尺度というというのがありまして、それで事前、事後

で見ています。外化、外化・気づき、外化・内化というものから成る 12 項目になっています。 

 これをことしの学生、全部そろったのが、事前、事後きれいにそろっているのが 837 名だったんですけど、見た

結果なんですが、尺度自体が見るのが、ＡＬ外化とＡＬ全体を見る尺度になっているので、２つを見ているんです

けど、外化は変化がなかったんですけど、これは余り差がないように見えるんですけど、検定をかけると、ＡＬ全

体については下がっています。 

 その理由としては、尺度としては認められていませんが、外化・気づき、外化・内化が下がっているからです。

これも３年間ずうっととり続けているんですけれども、毎年下がります。本当に下がります。１年目は間違いじゃ

ないかとかいって、２年目に尺度を変えたりとかしたんですけど、下がります。ほかの研究を見ても、こういう学

習観とかの尺度は下がることが多いんですね。 

 ことしはちょっと原因を突きとめようと思いまして、私のクラス 100 名と齋藤先生のクラス 100 名に対して、Ａ

Ｌ尺度を事前と事後やってもらって、平均点を出してもらって、点数を見ると下がったか下がっていないかがわか

るので、その理由を、なぜ下がったのか、なぜ上がったのか、なぜ同じだったのかというのを記述式で書いてもら
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いました。 

 きょうのこの結果は、ちょっと私のクラス分しかないんですけれども、私のクラスで全部そろったのは 96 名、そ

のうちＡＬ尺度が下がったのは 41 名でした。やっぱり半数ぐらいが下がっています。 

 ただ、その下がった理由を分析してみますと、こういうようなことを書いていまして、授業の中でさまざまな経

験をして、自分の学びがまだ足りていないことに気づいて自信が減ったからだと思う、外化以外は、実際にやって

みて難しさを感じた、自分を厳しく見詰めることができるようになったため、情報全般について理解を深めた結果、

より詳しい観点で分析するようになったため、事前の回答が甘かったからという形で、ＡＬに対する認識は上がっ

ているのではないかと思います。 

 でも、一方、ちゃんと授業に対して書いている人もいまして、下がった中の４分の１ぐらいなんですけれども、

意見が対立することがなかったので、間違いに気づいたり、見方の偏りを実感することが授業中にはなかったから

とか、クラスメイトと異なる意見は余りなかったので刺激は受けなかったというような意見もあります。 

 あと、３番目に多かったのが、今、自己の成長への不信と書いているんですけれども、全体としては、クラスメ

イトの発表を見たり聞いたりすることで自分に足りないものに気づき理解は深まったが、自分がクラスメイトに対

して与えられたかと聞かれると、自信を持って「はい」とは答えられないことに気づいたからというような、なか

なかいいことを書いていてくれる結果でして、ＡＬ尺度としては、事前に比べて下がってはいるんですけれども、

この授業を通してＡＬに対する理解が深まったりとか、自分の学び方に対する自己認識の向上は見られているので

はないかなと感じました。 

 ただ、一方で、議論において対立する意見や話し合いの促進への工夫は必要であるということがわかります。 

 最後に、今後の課題と検討なんですけれども、先ほどの協同学習の対立する意見がないと言っていることもそう

なんですけれども、協同学習をやるときに、やはり多様な専攻の学生がまじったほうがおもしろいですね。ことし

は火曜日の３時間目、火曜日の４時間目という時間で、実は最初に決められたものをミックスしてやらせていただ

いたんですけど、理系と文系というのはどうしても分かれてしまっていて、おもしろいぐらい３時間目と４時間目、

理系と文系のときの対応というのが違うので、これをもう少しまぜられないかというのがあります。 

 それから２つ目なんですけれども、先ほど御紹介した評価というのは、授業に対する評価です。すなわち私たち

大学教員に対する評価であって、じゃあ、学生に対する評価って、成績を出したばかりなんですけど、どうしてい

ったらいいかというのが難しいです。学習内容に対する評価は、これまでと同じように期末試験だとか課題をもっ

て評価することができるんですけど、じゃあ学び方に対する評価はどうしようというところです。今回であれば、

学んだ内容に対する振り返りを毎回行っていまして、ｅラーニングを使っているので、ｅラーニングですぐ答えが

出るものとか、記述式については学生さん同士で相互評価をしているので、一応の点数は出ています。 

 また、章ごとに学び方に対する振り返りも入れていますし、つかむで事前学習もやっているので、評価しようと

思えばできないことはないですけど、じゃあこれをどの程度入れるのかとか、これって自分自身のためにやるので

はないかとか、いろんな議論がありまして、これをどうしていったらいいかというのが難しく、ことしもいろいろ

配点を変えながらにらめっこしていたという形になります。 

 ただ、この目標というのは、情報教育入門だけに限らず、今後、いかに学ぶかと何を学ぶかということを考える

必要があって、そのいかに学ぶかというのをどういうふうに評価するかということが問題となってきますので、そ

ちらにも通じることなのかなと思っております。 

 ということで、以上で発表を終わらせていただきます。（拍手） 

【司 会】 梅田先生、ありがとうございました。 
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 あと三、四分時間がございますので、もし何か簡単な質問、今の御発表についてありましたら、挙手をしていた

だければと思いますが、いかがでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【司 会】 ありがとうございます。 

 ほかの授業とか、そういったところでとるということがあるのかなと思います。ありがとうございました。 

 では、ほかはよろしいでしょうかね。 

 では、梅田先生、御発表のほう、ありがとうございました。（拍手） 

 では、続きまして、今度は教科教育の中でのＩＣＴの活用であったり、指導力の育成という側面で、保健体育講

座の鈴木先生のほうから実践事例の紹介をお願いしたいと思います。 

 では、先生、よろしくお願いいたします。 

  

個人情報を含むため削除 

 



 

 

 

第二部「教科教育におけるＩＣＴ教育の実践事例」 

講師：鈴木 一成（保健体育講座） 

 

 皆さん、こんにちは。 

 保健体育講座の鈴木一成と申します。 

 教科教育というタイトルなんですけれども、私、体育の授業を専門としていますので、体育の授業におけると、

それからＩＣＴのことについてすごくこれまで熱心に研究してきたわけではございませんので、私が知る限りの実

践だったり、それから大学へ来て実践をお願いする形や、それからリアルタイムで授業をＩＣＴを通じて学生の指

導に還元するとか、あとは保健体育講座の先生方とも一緒に考えてきたことの一端を御紹介できたらなと思って、

よろしくお願いします。 

 まず、２枚のスライドがあるんですけれども、これは体育の授業でよくＩＣＴを活用している場面というので、

大体タブレットを用いたりとか、何か検索したりとかする場面が多いんですけれども、ことしも５年研をやらせて

いただきまして、多くの質問が、そもそもＩＣＴを使わなきゃいけないんですかという質問だったり、それからＩ

ＣＴの活用によって運動量が減っちゃうんですけど、どうしたらいいですかというのが、かなりお悩みナンバーワ

ンということです。 

 そのように、ちょっとＩＣＴを活用している実践の少しちょっと打開策っぽいことを前半、最初５分ぐらいに、

後半は少しちょっとＩＣＴを活用してこんな体育の授業もできるんではないかという御提案を 15 分ぐらいのＤＶ

Ｄがありますので、それを見ていただきまして、最後まとめというふうにさせていただきたいと思います。 

 ２本立てで、まず前半は、ＩＣＴ利活用による、教科教育といってもいろいろ文科も資料を出していまして、そ

の学習場面をどんなふうに考えていったらいいかというのが前半、後半は、ＩＣＴを使ってこんな学習環境も何か

できるのではないかというふうで、２本立てで話をさせていただきたいと思っています。 

 １つ目は、ＩＣＴ利活用の学習場面が幾つか文科からも出ておりまして、例えばこちらは主体的・対話的で深い

学びというような中身と、先ほどあったＩＣＴの資質・能力になりましたので、それとの関連というところで幾つ

か場面が出てきています。 

 ところが、その場面の活用している留意点ということも出てきまして、各教科こんなちょっと問題点も出てきて

いるんだということも出てきています。 

 体育の場合は、先ほどの先生方の５年研の質問であるように、ＰＣを見ちゃうと、どうしても実際の活動よりも

ＰＣばかり見てしまって、ちょっと学んだ内容が大丈夫なのかという御質問があると。 

 そこで、自分が今考えているのは、ＩＣＴの何か出番みたいなものがあるのではないかと考えておりまして、そ

の出番が、これは東京学芸の鈴木直樹先生などと一緒にちょっと考えてやらせてもらった一端で、体育の場合は大

きく、課題提示の場面と問題解決の場面と評価の場面が何かありそうだなと。実際、一番使えそうな場面というの

は課題提示の場面で、この赤の文字のところは子供の言葉で追ってみたんですけれども、例えばきょうはこんな運

動をしようとか、あるいはこんな場面があったねといったときに、どんな場面だったといったときに映像を見せる

とか、それから新しい何か運動との出会いのときに、長い説明よりも、この間こんな場面があったねとか、休み時

間こんなことをやっていたねというところで子供たちの瞬時の共有、ＩＣＴの特性の中に出てきていますけれども、

瞬時の共有をさせていくということで活動場面を提示するというのが、一つ体育の中では有効かなというふうには

思っています。 

 ただ、自分たちの運動とかけ離れた何かオリンピックの映像とかになっちゃうと、それはまた違う話になるので、
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子供の学びの思考の流れに即して提示していくことが大事なんじゃないかなというふうにあります。 

 それから、問題解決場面、ここはやっぱり中心的になりたいんですけれども、ここがなかなかうまく機能できな

くて、見入ってしまって、そもそも見る前にもっと運動させたほうがいいんじゃないかとか、もっと学ぶ内容をし

っかり、どっぷり没頭することも大事なんじゃないかということも出てきていますので、これも今後の課題になっ

てくるかなと思います。 

 それから、評価の場面も、自分たちの成長にかかわってやっていくこと以外にも、例えば映像をポートフォリオ

化しておうちの方に見てもらって、こんな動きができたよというようなデジタルポートフォリオみたいなのがあり

ますけれども、何せデータの管理とか、それからセキュリティーとか、モラルの問題とか、いろいろ出てくるもん

ですから、この件もそういった情報活用能力のハード面もちょっとポイントになってくるかと思うんですけれども、

そんなふうにして、評価の場面ということで、一応課題提示、問題解決、評価の場面というところで、詳しい資料

は私のほうにありますので、よかったら申しつけていただければなと思います。 

 これまで今話したのが、どちらかというと従来の指導を効率よくできるとか、効果的に何かできないかという模

索でいうと、従来指導の補助ツール。従来指導の補助ツールというのは、2010 年にユネスコもＩＣＴの何かいろい

ろステージモデルを出しているんですけれども、その中にも従来の指導を補助するというところが出てきています

けど、これの段階を抜けて、もっと何か新しい学びができないかということを模索していることがありまして、ち

ょっとそれを２つ御紹介したいと思います。 

 左側は、昨年、ちょうど１年前にちょっとオーダーを受けて、国語と体育と、それから校外学習で環境教育の、

ちょうど１年前なんですけれども、環境局の方がいらしていただきまして、藤前干潟などから、ごみ非常事態から

ことしで 20 周年になると。これを名古屋市の学校に配って、そういう環境教育の一端の視聴覚教材をつくりたいと。

オーダーを見ると、桜山中学校とか、東邦高校とか、桜山中は合唱がすごい学校ですし、東邦高校はダンスがすご

いんですけれども、それと肩を並べて、小学校バージョンで何かつくってほしいと言われたんですけれども、最初

のイメージは何か振りつけっぽいことをオーダーを受けたんですけれども、それはちょっとどうかと。やっぱり体

育の学びで何か表現できないかなと思ったときに、表現イコール、うちだと成瀬麻美先生が見えますので、成瀬先

生にちょっと御相談賜って、どんなふうにしたらいいですかという、それがこの後見ていただくＤＶＤです。 

 こちらは、本学でＩＣＴを使って大学自体の体育科教育の何か学びみたいなことも入れたいなと思って、こちら

の左側の映像をちょっと見ていただきたいと思います。 

 これは、名古屋市立鶴舞小学校で、昨年、森勇示先生の院生だった中嶋先生にちょっと御協力いただきまして、

国語の時間と、科学館の近くにエコパルなごやというところがありまして、そこが環境教育をやっておりまして、

そことあと体育の授業ということでやったものです。 

 今から見ていただくのは、この３つ目の表現運動を中心にちょっと考えたんですけれども、ＩＣＴを使った学習

環境ということで。 

 じゃあ、15 分ぐらいお願いします。 

（ＤＶＤ上映） 

 これは、ことしの中日新聞の社説のところに、このＤＶＤの一端を取り上げていただきまして、やっぱり子供の

表情で嫌だとか悲しいとか、そういう身をもって知るという内容も社説のほうで紹介していただきました。 

 ウミガメが再び戻ってくるのは 30 年後となると、この子たちは４年生、10 歳ですので、ちょうど 40 歳のときに、

このまたＤＶＤを見たときに何を思ってくれるのかななんていうことも中嶋先生が添えていただきました。 

 そしてもう一個は、これはまたちょっと別の取り組みなんですけれども、ことしの６月３日に、この映像の場所
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は附属名古屋中学校の体育館です。そこで、小学校５年生と中学校２年生が回転するという学びを、中学校２年生

が小学校５年生をレクチャーするとかそういうことじゃなくて、一緒に回転をして、一緒に学ぶということの取り

組みを、縄田先生にちょっと御協力していただきまして、ケーブルをつないで、この場所は体育棟１階の講義室で

す。それを時間を合わせてリアルタイムで見てやるということで、附属名古屋小・中学校と愛教大の保健体育講座

を結んでみて、授業をやったということです。 

 実際幾つか学生のコメントもあるんですけれども、リアルタイムで見られてよかったとか、ユーチューブで見る

よりも、まるで講義を受けながら教育実習を受けているようだとか、幾つかこんなコメントもあったんですけれど

も、最後に、そうは言っているけど本当は子供たちはどう思っているのかということで、質問タイムもして、学生

たちから、質問を子供たちにやりとりさせていただきました。 

 ただ、こちらの音声が届いていないもんですから、そこは携帯を使って、ちょっと原始的になっちゃったんです

けれども、映像はつないでいるけど音声はつながらないというところがあるので、ちょっとなかなかそこは「今か

らかけるね」なんて言って、ちょっと音声のタイムラグがありましたけれども、これで最後に逆質問ということで、

子供たちから質問を学生が受けました。学生が質問を受けまして、「どういう先生になりたいですか」という質問を

ラストに受けてしまって、体育の学生たちはおよよという感じになったんですけど、身を乗り出して、１人の代表

の人が「おもしろい授業をつくれるように頑張ります」とかと言って、そういうふうにして何か子供から、ハプニ

ングだったんですけれども、その瞬間を見たときに、くっと何というか背筋が伸びる瞬間があるかなと思って、そ

れは私の授業の中ではなかなかない姿なんですけれども、御紹介させていただきたいと思いました。 

 それから、ほかにも、この映像は附属名古屋小学校、それから中学校の体育館が映像をつなげばリアルタイムで

見られますので、日ごろの体育の授業を体育館と、これは山下先生が見ていますけれども、つないで、授業をリア

ルタイムで見て、その後少しコメントをやったりとか、それからこれはことしの研究発表会ですけれども、こちら

は体育講座の先生たちが出向いていって、出向けない先生も、これは英樹先生ですけれども、出向けない先生は学

生たちを呼んで、あるいは部活動などでなかなか行けない人がいたら、こうやってリアルタイムで映像をつないで

見て、リアルタイムの学びというものも今やり始めています。 

 それから、これは昨年、その前の年と、学芸大学と北海道教育と愛知教育大学、別に「HATO」の関係ではないで

すけれども、私的な感じで映像をつないで、学生たちが授業を見に行く機会ってなかなかないのであれば呼び込ん

でしまえということで、学芸大学の附属の映像をこうやってつないで、音声をつないでという取り組みもしてきま

した。 

 じゃあ、最後、まとめということで、前半はちょっとかなり早口で言ってしまったんですけれども、今後、教科

教育で考えているときには、ＩＣＴの出番とか、ＩＣＴとの相性がよい領域や内容があるかもしれないので、やっ

ぱりそれがＩＣＴの出番を考えていくことが大事かな。ドラえもんの秘密道具なんて私はちょっとしゃべっていま

すけれども、のび太君が困っているときにドラえもんが秘密道具、その一つがＩＣＴの出番があるのではないかな

と思います。 

 そしてもう一個は、革新的なと書きましたけど、そんなに革新的なところまで行けていないかもしれませんけど、

今後こんな学習環境もできるんではないかという、革新的な学習環境が本当にできているかどうかというのは、教

科教育においては、ぜひとも学びたい、学んでいる内容が深まっていくという意味で、ちょっと語呂合わせで考え

てみたんですけれども、革新的な学習環境の真価は、革新的な学習内容の深化ということで、やっぱり教科教育の

内容から外れてしまうと、教科教育としてはやっぱりＩＣＴに使われてしまうということもありますので、今後こ

れも、じゃあどんなおもしろい内容や学びが保障されているのかなということをフラットな関係で、学生たちから
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も学ぶ、子供たちから学ぶという。これが最後の、これは映像ですけれども、「どんな先生になりたいですか」とい

ったときに、「いい授業ができる先生になりたいです」といったときに身を乗り出して、何か先生になる瞬間という

のはこういうところにもあるかもしれないなというふうで御紹介させていただきました。 

 大変拙い実践で申しわけなかったですけれども、以上で終わりたいと思います。ありがとうございました。（拍手） 

【司 会】 鈴木先生、ありがとうございました。 

 ２分ほどですかね、また時間がありますので、もし短いことがあれば、挙手いただければと思いますが。 

 よろしいでしょうかね。 

 では、ちょっと時間が余りないので、次の御発表のほうに移らせていただきます。 

 鈴木先生、ありがとうございました。（拍手） 

 では、最後の御発表となりますけれども、最後は、ＡＬプロジェクトのほうでＩＣＴ機器の貸し出しですとか、

先生方のＩＣＴ活用した授業の支援といったようなことの取り組みを昨年来行っております。その中で、実際にそ

ういったものを利用していただいた先生方の実践事例の紹介ということを久保研究員のほうにお願いをしたいと思

っております。 

 教職キャリアセンター、ＩＣＴ教育基盤センターの久保さん、よろしくお願いいたします。 
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第三部「授業で使用できるＩＣＴ機器・アプリを使った実践事例」 

講師：久保 沙穂里（教職キャリアセンター研究員） 

 

 皆さん、こんにちは。 

 教職キャリアセンターの久保と申します。 

 今、御紹介、かなり詳しくお話しいただきましたが、私は「主体的・協働的な学び」を実践できる教員の養成プ

ロジェクト、通称アクティブ・ラーニングプロジェクトと呼んでおりまして、ほかのメンバーの先生方と一緒に、

ＩＣＴ機器の活用を一つの手段としたときにアクティブ・ラーニングの推進ということでやっております。 

 きょうは、実践事例の紹介ということなんですけれども、ちょっと初めにＡＬプロジェクトの取り組みの概要を

少し簡単に御説明してから、内容に入りたいと思っております。 

 皆さん、もうよくよく御存じかとは思うんですけれども、新学習指導要領で、アクティブ・ラーニングの推進と

いうことで、主体的・対話的で深い学びというところを目的として、そういった授業を実践できる教員を育ててい

くということが急務であるというふうに言われております。 

 そうしたのを受けまして、私たちＡＬプロジェクトとしては、３者の方々を対象とした取り組みを行っておりま

す。教員の養成ということで学生ですね、それから現職教員の養成、そして大学の先生方の養成ということです。 

 アクティブ・ラーニングプロジェクトでは、ＩＣＴ、今回のテーマもＩＣＴということで、ＩＣＴを一つのツー

ル、手段の一つとしてアクティブ・ラーニングの実現のためにどうやって位置づけていくかというところを授業実

践を通して継承していくというようなことを考えてやっております。 

 アクティブ・ラーニングの本質に寄与できる使い方というところで、本日、４つほど事例を御紹介させていただ

きますけれども、色をつけていて、ちょっと細かい字になりますので、お手元の資料で確認いただければと思いま

すが、この中からピックアップして御紹介をというふうに考えております。 

 まず、アクティブ・ラーニングプロジェクトが考えておりますＩＣＴ推進の概観ということで、ちょっとイメー

ジ図のほうでお示ししたいというふうに思っております。 

 まずは、企画立案ということで、プロジェクトの全体の取り組みの中で、こうしたＩＣＴ教育というものがどの

ような形で位置づけられていくのかという全体コンセプトみたいなところを考えてやっております。そして、活用

授業の推進ということで、実際に６カ年のプロジェクトになるんですけれども、６年の中でどのようなものをどの

ような順番で進めていくのがいいのかというところの全体設計から考えて進めているところです。 

 そして、ハード支援というところで、そういったＩＣＴ機器を使いたいよといっても、持っていない、じゃあど

うすればいいのというところがありますので、今はまだｉＰａｄ50 台が中心となっていますが、必要な機器を皆様

にお貸し出し、全学的にお貸し出しして活用いただくというところで、ハード面の支援というものも行っておりま

す。 

 そして最後に、今、人的支援というところで、先生が実際に授業で全てを、ＩＣＴを何から何まで自分でという

のはなかなかちょっと難しいというところもあるかと思いましたので、学生さんをＩＣＴ支援員としてちょっと教

育、育成ということをしておりまして、そちらを授業の中に派遣させていただいて、サポートさせていただくとい

ったようなことも、ＡＬプロジェクトの活動の取り組みの一つとしてやっております。 

 こうした３観点というところ、３側面から支援していくということがＡＬプロジェクトとしては大事かなという

ふうに考えているというようなところでございます。 

 前置きがちょっと長くなりましたが、本日の内容としましては、目的として、まずＡＬプロジェクトでこうした
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前の図にお示ししたような支援システムを使いまして、どうやってさらに全学的に活用を広めていくかというとこ

ろを、多くの方になるべくお使いいただきたいなというふうに思っておりますので、そうするためにもどのような

授業が使うことで可能になってくるのかというのを、本日事例を紹介していく中で皆様にイメージを持っていただ

ければなというふうに考えております。 

 内容としましては、まずはその実績報告というのを初めに御紹介し、４つの事例の紹介ということで進めていき

ます。 

 ということで、まずは実績報告になります。 

 プロジェクト自体は平成 28 年度からになるんですけれども、本格的に運用を開始しましたのが 29 年度。前期は

まだ試行段階だったので、後期の本格運用開始というところから考えると丸一年、今、経過したというところにな

っております。 

 授業数にしていいますと 33 授業ということで、例えば情報教育入門という授業を１つの１カウントというふうに

考えた場合に、33 の授業でお使いいただいているというところです。 

 利用教員数ですとか、授業の受講者という意味での学生数では、延べ人数でこのような形になっておりまして、

事前の、こういうことをしたいけどどうやってやったらいいかなとか、そういった事前の相談件数としてはこのよ

うな形で、５番の部分は学生が実際に支援員として授業に参画してくれた人数になっています。 

 では、早速事例の紹介に入っていくんですけれども、まず１つ目は、生活科教育講座の加納先生による実践の御

紹介をさせていただきます。 

 こちらは、生活科選修１年生 10 名を対象とした授業実践になっています。 

 主な使用アプリ、ｉＰａｄの活用なんですけど、ｉＰａｄの標準装備されているカメラ機能ですとか、あとはｉ

Ｍｏｖｉｅというアプリケーションを使った授業実践をされておりました。 

 授業の概要としましては、詳細は資料のほうで見ていただければと思うんですけれども、カメラ機能とかｉＭｏ

ｖｉｅというアプリケーションを活用しまして、学生が博物館明治村に実際に撮影に行きまして、その撮影した動

画素材などを編集して、最終的には小学生向けの教材作成ということで、小学生が社会科見学で明治村に行ったと

きに興味を引きつけられるような、興味を持った上で動機づけられるような教材ということで、学生さんたちが実

際に教材を制作するというような授業内容になっています。 

 撮影した動画だったり、自分で吹き込む音声など、そういったものをうまく組み合わせて、グループで議論を重

ねながら、狙いに応じた教材というものを制作していました。 

 こちらは授業者である加納先生からのコメントでもあったんですけれども、このような活動を通じて、愛教大の

学生として、ＩＣＴの手段としての有効性というものだとか、教育現場でこういうものを利用することにおける価

値みたいなものに気づいてくれたのではないかというようなコメントをいただいております。 

 ちょっと白黒の資料ですと少し見づらいかと思うので、前をごらんいただければと思うんですけれども、左側の

２枚の写真が、明治村に行って撮影を学生が行っているものです。そして、右上の写真が、実際に撮ってきた写真

を動画のように組み合わせたりとか、実際に動画として撮ったものを組み合わせたりして、自分たちの音声を吹き

込んでいるような様子です。そして、右下のほうが、動画鑑賞会ということで、自分たちがつくった動画を見せて、

さらにブラッシュアップしていくというような様子になっております。 

 続きまして、今度は現職教員に向けた活用というところで、事例としては②－１というふうにしております。 

 こちらは、養護教育講座の福田先生のお使いいただいた事例になりまして、公開講座で実際に実践されたものに

なっています。 
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 授業名としては、学校看護学演習Ⅰということで、こちらは現職の養護教諭の先生方 20 名を対象に実践されたも

のになります。 

 主な使用アプリとしては、同じくカメラ機能と、それからロイロノートという、７月 11 日のＦＤに起こしいただ

いた方は、ああ、あれねと思われるかもしれないんですけれども、こちらはｉＰａｄのアプリケーションになって

おりまして、教員と学習者をつないで教材のやりとりですとか、学習者が回答した内容を教員側に集約して一覧を

提示したりとか、そういったような授業支援システムと呼ばれるような、アプリケーションと呼ばれるようなもの

なんですけれども、そちらを使用してやられたものになっています。 

 活用場面、授業概要としましては、そういった機能を使って、看護学演習なので、演習の様子、シミュレーショ

ンの様子というものを撮影し、実際に録画したものを後から振り返って、グループの共有などに利用されたという

ようなものになっています。 

 シミュレーションの様子を録画にすることによって、繰り返し何度も何度も巻き戻して見るということができま

すので、そういったところに非常に理解の深まりというものが見られましたし、タブレットは持ち運びに適してい

るので、教室の移動などが、動きが多い演習の授業では非常に活躍できたのかなというふうに思っております。 

 写真にすると、左側が、福田先生も写っていらっしゃいますが、福田先生が受講者の方が書いた内容を一覧で前

にプロジェクターで投影しているような様子になっています。右側が、シミュレーションの様子をｉＰａｄで撮影

して持って帰ってきた動画を用いて、右下のところで振り返りをしているような様子です。 

 次に、同じく現職教員向けの事例２つ目としまして、免許状更新講習での活用です。こちらは、授業者は梅田先

生と齋藤先生になります。 

 ＩＣＴの活用場面としましては、こちらは対象が現職教員約 50 名というところなんですけれども、講義の中で、

受講生の考えを共有するのに同じくロイロノートなどのアプリを使ったりですとか、あとはミニ授業を設計すると

いうのが入っておりますので、そうした実践と活用方法、ＩＣＴの活用方法の検討会というものをやられるもので

した。 

 講義においてＩＣＴ機器を活用することで、使い方の具体的なイメージとか、その効果というものを先に実感と

して持たせておいて、その後で現職の先生方がミニ授業を実際に設計されるときに、具体的な授業設計の方法だっ

たり、ＩＣＴの活用を意図したものとして実践的に学ぶという、そういったところに効果が見られたというふうな

言葉をいただいております。 

 講義、講座の様子なんですけれども、左側の写真２枚が、全員の考え、左下の手元に書いた内容が、同じくプロ

ジェクターに投影して、前で意見を集約して、皆で比較してみるみたいな使い方ですとか、あとは右側の写真はミ

ニ授業づくりになるんですけれども、グループごとにＩＣＴを活用して、どのような授業をつくるかというところ

を検討していただいて、最後に右下の写真になりますが、授業実践ということで発表までしていただきました。 

 こちらが最後の事例の紹介になりますが、今度は学生による模擬授業での活用というところで、授業者は同じく

情報教育講座の梅田先生になります。 

 受講者は、初等情報４年生 14 名で、使用したアプリケーションはロイロノートとか、カメラアプリ、あとはプロ

ジェクターなどを模擬授業の中で活用していただきました。 

 概要としましては、授業設計の理論というものをまず学んだ上で、それに基づいて学生がＩＣＴを活用した指導

案を作成します。最後に、教師役と児童生徒役とに分かれて模擬授業というものを実践しまして、最後に検討会を

行って、授業の指導案の改善というものを行うと、そういった授業になります。 

 成果としましては、こちらも授業をされた先生からのコメントになりますけれども、学びを深めるためにですと
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か、学び方を効果的にするために、この両方だったり片方だったりというものを目的としたＩＣＴ活用というもの

を目指す指導案というものを作成してもらいました。設計するだけではなくて、実際に活用した模擬授業というも

のを実際に実機として体験してもらうことによって、授業の中で効果的にＩＣＴを使うとはどういうことかという

ところを実際に深い理解がこうした点で得られたのではないかというふうなコメントをもらっております。 

 こちらは授業写真です。上の２枚が、学生による模擬授業をしている様子です。前に立っている２人が教師役で、

座っている人が児童役ということでやっています。左下の写真が、授業が終わった後で、今の授業はどうだったか

というものを検討会として行い、改善案の検討ということをしている様子です。 

 最後に、お手持ちの資料では、ちょっと済みません、文字が一部消えてしまっているんですが、教員によるフィ

ードバックということで、授業としてはされています。 

 ということで、ここまでで４つの事例を御紹介させていただきました。 

 最後に、ちょっとその事例を少し分類してみました。ＩＣＴの使い方をどのように使っていくかというのを誰が

考えているのかというような観点をして分類をしてみました。 

 事例①というのは、最初の加納先生の動画教材の制作の事例になるんですけれども、実際にｉＰａｄを使ったの

は誰かというと学生になるわけなんですけれども、学生を使って動画制作をさせようと考えたのは大学教員なので、

ちょうどその学生と大学教員の間の中間地点に置かれるような形で事例①はここにプロットしました。 

 次に、事例②－１なんですけれども、こちらは福田先生の公開講座での活用というところで、こちらも具体的に

講座の中でどのように受講者に対してＩＣＴ、ｉＰａｄを使わせようかと考えたのは大学の先生でいらっしゃいま

すので、大学教員と、実際にそれを使ったのは現職の教員ということで、実際にｉＰａｄはもう渡してしまって、

使いたいときに自由に使うみたいな、そういった授業のされ方をしておりましたので、現職教員と大学教員の間の

中間地点にプロットするような形で分類をしております。 

 事例②－２につきましては、こちらは免許状更新講習になるんですけれども、ＩＣＴを使って模擬授業実践を行

うというところで、こちらはもうほとんど大学教員の手を離れて、グループごとに現職の先生同士が話し合ってど

んな授業にしようかというところを議論して、実際に実践まで行ったというところがありますので、こちらは現職

教員の活用というところで、現職教員のところにプロットしています。 

 最後の事例③についてなんですけれども、こちらは学生主体のＩＣＴ活用、梅田先生の授業になりますけれども、

こちらも事例②－２と同様に、授業の中で学生がどういうふうに使うかというのは、教員の手を離れて、自分たち

で考えて、自分たちの好きなように使って授業をやってみるというような事例になりますので、学生中心の扱い方

ということで、ちょうど三角形の左下のところにプロットするような形で置いております。 

 どういった形の使い方もＩＣＴとしては非常に有効性が高いなというふうに思ってはいるんですけれども、右下

が大学教員で、そこの手を離れて、左上のような方向性になっていくという、特に教員養成大学ならではの使い方

というところがやはりもっとふえていくといいのかなというふうに思っておりますので、そういったところ、教員

養成特有の活用方法というところは、今後引き続きもう少し詳しく研究していきたいなというふうに考えておりま

す。 

 ということで、私からの発表はこのスライドで以上になるんですけれども、本日は質疑応答の時間をちょっと時

間の関係上おとりできないんですけれども、こういう今の実践事例をお聞きになって、もっと使ってみたいなとか、

こういうことは例えばＩＣＴを使ってできないかなとか、そういったような御相談がありましたら、お貸し出しし

ている機材は、ここにリストアップしているようなものになりますので、右上にお示ししているとおり、専用のホ

ームページがございますので、ちょっとそちらを御確認いただいて、メーリングリストが記載されておりますので、
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そちらを使って御相談をいただければなというふうに考えております。 

 ということで、私からの発表は以上になります。御清聴ありがとございました。（拍手） 

【司 会】 久保さん、ありがとうございました。 

 ちょっと時間が余りありませんので、質疑に関してはちょっと省略させていただきますけれども、ぜひ多くの先

生方にこういった機器を活用した授業というのを取り組んでいただきたいなというふうに思っておりますので、ぜ

ひお気軽に御相談いただければと思っております。 

 では、以上で全講演のほうが終了となりますので、最後、情報教育講座、ＩＣＴ教育基盤センター長の中西先生

のほうから閉会の挨拶ということでお願いしたいと思います。 

【愛知教育大学 ＩＣＴ教育基盤センター長（中西宏文氏）】 ＩＣＴ教育基盤センター長の中西です。 

 本日は、皆さんお忙しい中お集りいただきまして、大変ありがとうございます。 

 本日、教員の参加が 47 名で、あと事務職員、学生合わせてトータル 64 名の参加をいただいたようです。 

 きょう来ていただいている方は非常に意識の高い方だと思うんですが、これ以外のいろんな幅広い教員に今後ど

のような形で広げていくかということが一つの大きな問題ではないかなというふうに思っております。 

 本日の講演で、大学における情報教育というのが随分皆さんがイメージしたものと変わりつつあるんだなという

ことがわかっていただいたんじゃないかなというふうに思います。 

 学習指導要領の改訂等によって、全ての教科においてＩＣＴ機器の活用が必要となりつつあるということにかか

わらず、まだまだちょっと我々の意識のほうが追いついていないんじゃないかなという面がありますので、そのあ

たり、ぜひ今後問題にしていかないといけないんじゃないかなと思います。 

 それから、大学のほうも、電子黒板ですとかタブレット等のハード面の整備はかなりここ数年で進んできており

ます。にもかかわらず、余りまだまだ十分な活用がされていないというのが実情だと思いますので、ぜひ皆さんい

ろいろ、電子黒板の活用方法等も以前にも講習会等をやっていただきましたが、また今後もそういったことも企画

したいと思いますので、そちらのほうも活用いただければと思います。 

 我々大学教員として、まずは使ってみないことには現場のほうにも広がらないと思いますので、皆さん当事者意

識を持って広めていっていただければなとも思います。 

 それから最後になりましたけれども、さっきのアクティブ・ラーニングプロジェクトの相談窓口ですね、きょう

の資料のほうにＵＲＬも書いてありますので、また興味を持たれた方、その他いろんな相談がありましたら、そち

らのプロジェクトのほうに相談いただければと思います。 

 では、私のほうからの挨拶は以上とさせていただきます。皆さん、きょうはありがとうございました。（拍手） 

【司 会】 ありがとうございました。 

 では、以上でＦＤのほうはおしまいになりますが、また 10 月ですね、こちらはＡＬプロジェクトのほうで、教職

キャリアセンターのほうの主催のＦＤというのがまた企画されておりますので、ぜひ御参加のほうよろしくお願い

いたします。 

 では、本日はありがとうございました。（拍手） 
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○第一部「情報教育入門でのＩＣＴ活用指導力育成の実践事例」 

 

当日の配付資料 
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学習目標２：教員として役立つ「学び方」を学ぶ

大学の授業におけるALの実施
授業にALを取り入れて、学習者がAL型の学びを通して、学習目標を達成
する

＋教員養成の学生を対象とした取組
将来教員となった際に、自分自身が実践できるようにする

⇒メタ的にその構造をとらえられるように
どうしてALの視点を持った学びが必要なのか
どのような構成でこの授業が作られているか
主体的・対話的で深い学びができたかの学び方の振り返り

学習目標2：教員として役立つ「学び方」を学ぶ

新学習指導要領
どのように学ぶか「主体的・対話的で深い学び（「アクティブ・ラーニン
グ」）の視点からの学習過程の改善

Ⅱ.情報教育入門の授業の流れと授業
の実践例

1時限の授業構成
学習プロセス 情報教育入門2018における学習活動

授業のスケジュール
ガイダンス・ネットワーク設定 授業におけるICT活用

はじめに（協同学習の準備） 校務の情報化1（セキュリティ）

教育の情報化 校務の情報化3（表計算）

校務の情報化2（電子メール） 情報モラル教育1

情報教育1 情報モラル教育2 ミニ授業

情報教育2 おわりに

情報教育3 まとめの演習

授業におけるICT活用 テスト

例1：校務の情報化（全3回）
章 主な内容 主な情報活用能力
1. はじめに 授業で何をどう学ぶか・協同学習の準備
2. 教育の情報化 教育の情報化の3つの側面 必要な情報の主体

的な収集など
3.情報教育 情報の収集・整理・分析・まとめ・表現 レポートの作成

（ワープロ）
4.授業における
ICT活用

どのような目的でICTが活用されているか 受け手を意識した
発表

5.校務の情報化 セキュリティ・電子メール・
表計算ソフトを使った成績処理

メール・表計算ソ
フト

6.情報モラル
教育

情報モラルの指導で必要なこと・ミニ授業 情報モラル

7. おわりに 今後の行動計画

校務の情報化 校務の情報化とは
めざす：
校務には何があるのか、校務の情報化の目的について自分の言葉
で説明できる。
つかむ（事前学習）：
日本の教員の1週間の平均仕事時間・他の国より長時間である
（一般事務・課外活動）仕事内容の予想
海外の教員との比較

わかる：
校務の情報化の目的(効率的な校務処理とそれによって生み出され
る教育の質の改善）の講義
使える：
小中学校の教員の負担感が多い業務リストを校務の情報化による
改善が期待されるかどうかを分類
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校務の情報化
電子メールによる情報共有

電子メールの送受信の仕組みを知り、メールソフトの基本的な
操作ができる
ルールやマナーを守った電子メールの送受信ができる。

情報セキュリティ
校務の情報化において留意すべき情報セキュリティや情報モラ
ルに関する事柄について、普段の生活と関連付けることができる
学校としての対策
個人としての対策（情報セキュリティ対策・著作権や肖像権
の侵害・個人情報の管理）

例2：授業におけるICT活用（全2回）
章 主な内容 主な情報活用能力
1. はじめに 授業で何をどう学ぶか・協同学習の準備
2. 教育の情報化 教育の情報化の3つの側面 必要な情報の主体

的な収集など
3.情報教育 情報の収集・整理・分析・まとめ・表現 レポートの作成

（ワープロ）
4.授業における
ICT活用

どのような目的でICTが活用されているかに着
目しながら様々な授業を見ることができる

受け手を意識した
発表

5.校務の情報化 セキュリティ・電子メール・表計算ソフトを
使った成績処理

メール・表計算ソ
フト

6.情報モラル
教育

情報モラルの指導で必要なこと・ミニ授業 情報モラル

7. おわりに 今後の行動計画

わかる：
事例を見せながら、 サイトや
要点をまとめたスライドを
「見せる」場合でも

目的は違うことを説明する

使える①：
事例を探して、どんな目的でICT
が活用されているかを考える→

グループで紹介する

使える②：
グループで一つ事例を選んで、

他のグループに紹介
手法：ポスターツアー

めざす

例3：おわりに
めざす：
将来、教員や教員支援専門職に就いたとき、ICT活用指導力
や学び方を実践できるように、これからの学生生活で実践す
ることを行動計画としてまとめることができる
つかむ：
ICT活用能力チェックリストの
事前事後比較
学んだ内容の事前事後比較
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例3：おわりに
使える：協同⇒個人で行動計画の作成

1．達成できな
かったこと

3．今後の大学生活
における取組

2.(大学卒業時・
就職1-2年目頃の)
理想の姿

タイピングが遅くて

授業に必要なプリントを
ワープロソフトを使って
自由自在に作成している

ワープロソフトをバリバリ使いこ
なし、情報のまとめにそった

卒論を作成する！

情報のまとめ・表現の指導のポイント
作成に沿ったレポートの作成×

ワープロの基本操作を人に
十分に教えられなかった

Ⅲ.情報教育入門の授業に対する評価

授業に対する評価
「情報教育入門」の学習目標
「IICT活用指導力」の基礎を「情情報活用能力」を活用しながら学ぶ
① ICT活用指導力の基礎
② （大学生として必要な）情報活用能力

1. 教員として役立つ「主体的・対話的で深い学び方」を学ぶ

授業評価1-①:ICT活用指導力の評価

教員のICT活用指導力のチェックリスト（文部科学省，2018）

4つの観点について16の質問項目
1(ほとんどできない)から4(できる)の4件法
A:教材研究・指導の準備・評価・校務などにICTを活用する能力
B:授業中にICTを活用して指導する能力
C:児童のICT活用を指導する能力
D:情報活用の基礎となる知識や態度について指導する能力

授業評価1-① :ICT活用指導力の評価

D:情報活用の基盤となる知識や態度について指導する能力と
全項目の平均点が事前より事後に有意に向上

授業評価1-②:情報活用能力の評価

実技試験(70分)
右のプリント（中学生用）を小学6年生用
に変更する。
プリントの見やすさ
A4 1枚、モノクロ印刷、レイアウトなど

グラフの種類
比較がしやすいように

正確なデータの引用
小学生用のデータを検索して使用
参考文献

ファイルの扱い
PDF化、ファイル名
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授業の評価２:ALに対する認識・態度の評価

アクティブ・ラーニング尺度 (溝上ほか2017)
外化：議論や発表の中で自分の考えをはっきり示す
外化-気づき：クラスメイトの考えが自分と異なることに気付く
外化-内化：議論や発表を通じての内容についての理解が深まる

からなる12項目

授業の評価２ ALに対する行動や態度の変化
アクティブ・ラーニング尺度(溝上ほか2017)

N=837

授業の評価2 ALに対する行動や態度の変化

事前事後の外化・AL尺度の平均点を見て自己分析
AL尺度が下がった41人(96人中)の理由

AL尺度・質問項目についての理解の深まり（46.3%)
自己（理想・現実）との比較（26.8%）
評価についての気づき（17.1%）

授業（協同学習）での意見の対立のなさ・議論の不活発さ（26.8%) 
自己の成長への不振（7.3%）

Ⅳ.今後の検討課題

今後の検討課題
多様な専攻の学生による協同学習

学習者（学生）に対する評価
学習内容（ICT活用指導力・情報活用能力）に対する評価
期末試験
課題｛メール、ワープロソフトによるレポート作成、表計算課
題、行動計画｝

学び方に対する評価
学んだ内容に対する振り返り
ほぼ毎回の振り返り（e-learnin方式・記述を相互評価）

学び方に対する振り返り
章ごとに自分の学び方を振り返り

つかむ（事前学習）

参考文献
小川美奈恵，森本康彦，北澤武，宮寺庸造(2017)  ICT 活用指導力向上のための「間違い探し」動画教材作成・閲覧による学習モデル
の開発と評価，日本教育工学会論文誌40(4)，265-275
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○第二部「教科教育におけるＩＣＴ教育の実践事例」 
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○第三部「授業で使用できるＩＣＴ機器・アプリを使った実践事例」 
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